
ワクチン販売業者の協力により調整できるよう、一定量のワクチンを予備的に

生産・確保することが供給安定化を図るためには不可欠である。このような在

庫の生産・流通に対するコストについては、国やワクチンにより受益する関係

者によって社会的に支えていくことへの合意形成が必要である。 

また、国も個別のワクチンに係る需要の予測の精度向上のため、感染症疫学

等の専門性を生かした対応に協力していくことが期待される。 

図２１ 危機管理流通の課題 

危機発生時の流通態勢への移行のイメージ

ブロックの配送
担当卸

指定された医療
機関へ配送

ブロックの配送担当卸を１つに決
める（候補が複数ある場合は、年
ごとのローテーションなど）。

配送ブロック内
ブロック配送のイメージ

メーカー等

メーカー等から指定配
送先に効率よく短時間
で配送するメリット

※ 都道府県等で調整した配
送先医療機関へ

実施における課題など

・ 実施における国と自治体と卸の連
携・調整（マニュアル等が必要）。

・ 配送先、配送量の調整について、
ブロック内都道府県による関与が
必要。

・ 配送先の数と配送能力の検討。

・ 卸側の地域担当者の選定。

危機管理対応の体制も視野に入れ、通常期インフルエンザワクチンの流通においても、在庫情報の把握、流動在庫の調整（都道府
県、国、卸）の迅速・効率化の観点から、ブロック単位での対応に一歩進められないかの検討も考慮。

危機管理対応の体制も視野に入れ、通常期インフルエンザワクチンの流通においても、在庫情報の把握、流動在庫の調整（都道府
県、国、卸）の迅速・効率化の観点から、ブロック単位での対応に一歩進められないかの検討も考慮。

      

図２２ ワクチン流通の課題 
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ワクチンの需給安定化と流通の課題

危機管理にも強い流通の大動脈の形成を目指して危機管理にも強い流通の大動脈の形成を目指して

災害や新型インフルエンザの発生
等の危機管理的な事態においても、
ワクチンの流通は国や公的主体の
みで行うことは不可能

行政の関与の下で、危機管理時
であっても、一元的な在庫管理情
報に基づく効率的な配送活動がで
きるか課題

「大動脈」に相当する複数の広
域流通のネットワークが全国も
れなく網羅される流通体制を準
備

「大動脈」に相当する複数の広
域流通のネットワークが全国も
れなく網羅される流通体制を準
備

地域的な偏在の過不足の調
整のために生産する在庫に
対するコストについては受益
する関係者によって社会的に
支えていく仕組み

需要の予測の精度向
上等、感染症疫学等
の専門性を生かした
国の協力

需要の予測の精度向
上等、感染症疫学等
の専門性を生かした
国の協力

卸の流動在庫が少なくなり、
かつ、地域的に在庫が偏
在した場合、全国的な調整
が必ずしも効率的に機能し
にくい状況

「毛細血管型」とも言われる流通機能の効率化等の高度化の必要性「毛細血管型」とも言われる流通機能の効率化等の高度化の必要性

• 製造のリードタイムが長い（需要予測の困難さ）

• 長期備蓄することは困難

• 流通期間が短期間

• 変動する需要を把握しながら、迅速な需給調整

需給安定化のため、調
整用在庫（一定の余剰
生産）の確保

需給安定化のため、調
整用在庫（一定の余剰
生産）の確保

サプライチェーンの障害となるワクチン
の特徴： インフルエンザワクチンの例
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